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は
じ
め
に

清
代
の
五
台
山
事
業
、
と
く
に
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
基

づ
く
寺
院
建
立
お
よ
び
改
宗
は
、
一
七
〇
〇
年
代
か
ら

チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
（
一
六
四
二
―
一
七
一
四（
１
））
の
主
導
の

も
と
、
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
崔
正
森

［2000

］
に
よ
る
と
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
は
一
七
〇
五
年

（
康
熙
四
四
年
）
に
五
台
山
に
お
い
て
菩
薩
頂
を
含
め
た

一
〇
ヶ
寺
を
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
寺
院
に
改
め
、
ま
た
鎮
海

寺
、普
楽
院
、財
善
洞
、廣
化
寺
、文
殊
寺
、金
剛
窟
の
六
ヶ

寺
を
管
轄
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（
２
）

。
張
元
［2011

］

は
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
に
よ
る
五
台
山
事
業
の
開
始
を

一
七
〇
一
年
と
し
、
羅
睺
寺
、
寿
寧
寺
、
三
泉
寺
、
玉

花
池
、
七
佛
寺
、
金
剛
窟
、
善
財
洞
、
普
寧
寺
、
台
麓
寺
、

涌
泉
寺
の
一
〇
ヶ
寺
を
そ
れ
ま
で
の
「
漢
地
佛
教
寺
廟
」

か
ら
「
格
魯
（
ゲ
ル
ク
）
派
寺
廟
（
３
）
」
に
改
め
た
と
し
て
い

る
（
４
）
。
そ
し
て
、
両
研
究
は
と
も
に
、
そ
の
頃
か
ら
五
台

山
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
が
ダ
ラ
イ
ラ
マ
派
と
チ
ャ
ン
キ
ャ

派
に
二
分
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

筆
者
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
、
五
台
山
の
チ
ベ
ッ
ト

仏
教
が
ダ
ラ
イ
ラ
マ
派
と
チ
ャ
ン
キ
ャ
派
に
二
分
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
史
料
的
根
拠
に
乏
し
い
説
で
あ
る

〔
個
人
研
究
〕

清
・
康
熙
期
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
導
入

　
　
　
―
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
の
台
頭
、
登
用
の
意
義
―

新

藤

篤

史
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と
指
摘
し
た
（
５
）
。
そ
も
そ
も
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
派
と
チ
ャ
ン

キ
ャ
派
と
は
何
な
の
か
。
ダ
ラ
イ
ラ
マ
も
チ
ャ
ン
キ
ャ

も
、
と
も
に
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
ゲ
ル
ク
派
の
僧
で
あ

り
、
ま
た
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
の
弟

子
筋
に
あ
た
る
。
し
か
し
、
何
ら
か
の
歴
史
的
背
景
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
現
象
が
生
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
稿
で
は
、『
清
涼
山
志
（
６
）
』
と
『
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
自
伝
』

（C
2N （

７
））
に
基
づ
き
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
と
五
台
山
の
関

係
に
つ
い
て
、
そ
し
て
一
七
〇
六
年
に
「
国
師
」
の
称

号
を
与
え
ら
れ
る
ま
で
の
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
の
動
向
に

つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
清
の
康
煕
期
に
お
け
る
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
導
入
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
た
の
か
を
考

察
し
て
い
く
。

一
、
清
の
対
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
政
策
に
お
け

る
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
の
台
頭
（
～
一
七
〇
〇
年
）

一-

一
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
の
出
自
に
つ
い
て

ま
ず
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
が
ど
の
時
点
、
如
何
な
る

経
緯
で
、
清
と
の
関
わ
り
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
か

を
探
っ
て
い
こ
う
。
と
く
に
本
稿
は
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二

世
の
五
台
山
事
業
に
関
す
る
疑
問
に
端
を
発
し
て
い
る

の
で
、
こ
こ
で
は
『
清
涼
山
志
』「
高
僧
懿
行
」
に
あ
る

「
章
嘉
國
師
傳
」
に
基
づ
き
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
の
経
歴

を
辿
っ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
詳
細
な
部
分
は
、C

2N

と
池
尻
［2013

］
を
参
照
し
、
さ
ら
に
チ
ャ
ン
キ
ャ
二

世
の
輪
郭
を
際
立
た
せ
て
い
く
。

淸
章
嘉
呼
土
克
圖
、
西
藏
人
。
生
有
異
徴
、
不
迷

本
性
、
相
傳
爲
逹
賴
第
二
世
呼
畢
勒
罕
轉
生
。
種

種
異
徴
、
眾
所
欽
企
。
幼
育
于
寺
、
乃
居
第
五
世

逹
賴
弟
子
。
淸
康
熙
時
、
寰
宇
載
寧
、
重
譯
來
朝
。

聖
祖
晩
歳
、
頗
耽
禪
理
、
屢
諮
法
典
、
歎
爲
玄
識
。

特
錫
灌
頂
普
慧
廣
慈
之
號
、
命
主
蒙
古
多
倫
泊
彙

宗
寺
。
章
嘉
博
貫
宗
敎
、
梵
行
精
純
、
諦
義
圓
妙
。

西
藏
蒙
古
諸
王
、
尤
相
崇
信
、
多
所
歸
依
。

『
清
涼
山
志
』（
巻
三
、
高
僧
懿
行
、
章
嘉
國
師
傳
、

四
〇
頁
）
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『
清
涼
山
志
』
に
「
淸
の
章チ
ヤ
ン
キ
ヤ嘉
呼ホ
　
ト
　
ク
　
ト
　

土
克
圖
」
と
記
さ

れ
て
い
る
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
は
、「
西
藏
人
」
と
さ
れ
、「
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
異
な
る
徴
を
有
し
、
本
性
に
迷
わ

な
か
っ
た
」
と
さ
れ
る
。「
呼
土
克
圖
」
と
は
、「
福
の

あ
る
御
方
」
や
「
聖
者
」
の
意
味
を
持
つ
モ
ン
ゴ
ル
語

の
「qutu©tu

」
の
こ
と
で
あ
り
、
清
に
お
い
て
は
高
僧

に
贈
ら
れ
た
称
号
で
も
あ
っ
た
。
生
ま
れ
は
、C

2N

に

よ
る
と
青
海
湖
の
東
に
位
置
す
る
ツ
ォ
ン
カ
の
イ
ゲ（gyi 

dge

）
と
い
う
地
方
に
属
す
る
タ
チ
ュ
ク
村
（rta phyug

）

で
あ
っ
た
と
い
う
（
８
）
。
一
六
四
二
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ

の
年
は
、
チ
ベ
ッ
ト
で
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
を
戴
く
ガ
ン

デ
ン
ポ
タ
ン
、
い
わ
ゆ
る
ダ
ラ
イ
ラ
マ
政
権
が
発
足
し

た
年
で
も
あ
っ
た
。

『
清
涼
山
志
』
に
は
「
相
傳
爲
逹
賴
第
二
世
呼
畢
勒
罕

轉
生
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
解
を
生
じ
さ
せ
る
記
述

で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
文
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
と
、

チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
二
世
の
転
生
者
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
罷
り
通
る
に
は
、
い
く
つ
か

の
矛
盾
が
解
消
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
、

ダ
ラ
イ
ラ
マ
二
世
の
転
生
者
は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
三
世
で
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
す
で
に
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
が
即
位
し

て
い
る
世
で
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
話
が
持
ち
上
が
っ
た

の
か
。
そ
し
て
、
ま
た
な
ぜ
清
は
こ
れ
を
『
清
涼
山
志
』

に
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
呼ホ
　
ビ
　
ル
　
ガ
ン

畢
勒
罕
」
と
は
、「
化
身
」
の
意
味
を
持
つ
モ
ン

ゴ
ル
語
の
「qubil©an

」
の
こ
と
で
あ
る
。
次
元
を
異

に
す
る
存
在
が
仮
の
姿
で
こ
の
世
に
現
れ
た
状
態
の
こ

と
を
い
い
、
高
僧
の
中
で
も
最
高
級
の
僧
が
具
え
る
特

性
と
も
い
え
る
（
９
）
。「qutu©tu

」
と
同
様
に
、
清
に
お
い

て
は
称
号
の
一
つ
と
し
て
『
大
清
会
典
』
に
も
明
記
さ

れ
て
い
る

A
C
B

。「qutu©tu

」
と
の
区
別
は
曖
昧
な
と
こ
ろ

も
あ
り
、
両
者
と
も
由
緒
あ
る
寺
院
の
座
主
の
よ
う
に
、

転
生
に
よ
っ
て
系
譜
が
続
く
高
僧
な
ど
に
贈
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
。
し
か
し
、「
章
嘉
國
師
傳
」
で
の
「
呼
畢
勒

罕
」
が
本
来
の
「qubil©an

」
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
か

ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
お
い
て
、「
化

身
」
や
「
転
生
」
は
厳
密
な
制
度
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
、
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例
え
ば
由
緒
あ
る
寺
院
を
座
主
と
し
て
継
承
す
る
な
ら

ば
、
そ
れ
な
り
の
格
式
を
持
っ
た
僧
に
よ
っ
て
認
定
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
清
は
そ
れ
を
追
認
す
る
の
み

で
あ
っ
た
。

で
は
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
は
誰
か
ら
転
生
認
定
を
受

け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
清
涼
山
志
』
に
は
、チ
ャ
ン
キ
ャ

二
世
の
転
生
認
定
に
関
す
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。

C
2N

に
よ
る
と
、
後
に
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
と
呼
ば
れ
る

こ
と
に
な
る
ゲ
ン
ド
ゥ
ン
キ
ャ
ブ
（dge ’dun skyabs

）

と
い
う
少
年
が
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
才
知
に
優
れ
て
い

た
た
め
、
パ
ン
チ
ェ
ン
ラ
マ

A
D
B

か
ら
「
タ
ク
パ
・
ウ
ー
セ

ル
（grags pa ’od zer, 

？
︱
一
六
四
一
）
の
転
生
者
」
に

認
定
さ
れ
た
と
い
う
。
タ
ク
パ
・
ウ
ー
セ
ル
は
、
現
在

の
青
海
省
互
助
土
族
自
治
県
（
五
十
郷
灘
村
）
に
あ
る
グ

ン
ル
ン
寺
（dgon lung byam

s pa gling

）
の
座
主
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
タ
ク
パ
・
ウ
ー
セ
ル
が
「
チ
ャ
ン

キ
ャ
」
と
い
う
村
の
出
身
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
転
生

者
に
認
定
さ
れ
た
ゲ
ン
ド
ゥ
ン
キ
ャ
ブ
は
チ
ャ
ン
キ
ャ

二
世
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
は
グ
ン
ル
ン

寺
に
住
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
六
五
二
年
、
チ
ャ

ン
キ
ャ
二
世
は
ツ
ォ
ン
カ
で
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
に
謁
見

し
た

A
E
B

。
こ
の
年
は
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
が
順
治
帝
の
招

請
に
よ
っ
て
北
京
を
訪
れ
た
年
で
も
あ
り
、
お
そ
ら
く

ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
は
北
京
へ
向
か
う
途
中
で
ツ
ォ
ン
カ

に
立
ち
寄
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

C
2N

に
よ
る
と
、
そ
の
後
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
は
グ

ン
ル
ン
寺
で
学
び
、
一
六
六
一
年
か
ら
は
チ
ベ
ッ
ト
の

ラ
サ
に
留
学
し
て
い
る
。
ラ
サ
で
は
デ
プ
ン
僧
院
（’bras 

spungs dgon pa

）
の
ゴ
マ
ン
学
堂
（sgo m

ang grw
a 

tshang

）
に
入
っ
た
。
こ
れ
は
青
海
地
方
を
含
む
ア
ム

ド
（a m

do, 

東
北
チ
ベ
ッ
ト
）
の
留
学
僧
が
倣
う
正
規
の

ル
ー
ト
で
も
あ
っ
た

A
F
B

。
そ
し
て
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
は

一
六
六
四
年
の
二
三
歳
の
時
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
か
ら

具
足
戒
を
授
け
ら
れ
、
正
式
な
僧
と
な
っ
た

A
G
B

。『
清
涼
山

志
』
に
「
乃
居
第
五
世
逹
賴
弟
子
」
と
あ
る
の
は
、
こ

の
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後
の
『
清
涼
山
志
』
に
お
け
る
チ
ャ
ン
キ
ャ
二

世
の
経
歴
は
、
実
に
簡
略
な
も
の
と
な
る
。「
淸
康
熙
時
、
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寰
宇
載
寧
、
重
譯
來
朝
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
六
八
七

年
に
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
が
初
め
て
北
京
を
訪
れ
る
ま

で
の
二
十
数
年
が
た
っ
た
の
一
文
で
あ
る
。
そ
の
間
に

は
、
康
煕
帝
に
よ
る
二
回
の
五
台
山
巡
幸
（
一
六
八
三
年

に
二
回
）
や
、
五
台
山
寺
院
の
建
立
・
改
宗
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
清
代
か
ら
「
十
大
黄
廟

A
H
B

」
と
呼

ば
れ
て
い
る
五
台
山
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
寺
院
の
う
ち
、

一
六
八
七
年
以
前
に
建
立
・
改
宗
が
確
認
で
き
る
菩
薩

頂
、
羅
睺
寺
、
寿
寧
寺
、
台
麓
寺
に
つ
い
て
は
、
少
な

く
と
も
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
が
手
掛
け
た
も
の
で
な
い
こ

と
が
分
か
る
。

一-

二
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
の
北
京
「
來
朝
」
の
経
緯

「
來
朝
」
す
な
わ
ち
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
に
よ
る
北
京
初

訪
問
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
モ
ン
ゴ
ル
・
チ

ベ
ッ
ト
・
清
の
関
係
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な
経
緯

が
含
ま
れ
て
い
る
。
発
端
は
、
現
在
の
モ
ン
ゴ
ル
国
に

あ
た
る
ハ
ル
ハ
の
内
紛
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
解
決
す
る

た
め
、
一
六
八
六
年
に
フ
レ
ン
ベ
ル
チ
ル
の
地
で
会
盟

が
行
わ
れ
た
。
こ
の
会
盟
は
、
康
煕
帝
の
発
案
で
開
催

さ
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
側
か
ら
も
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
の
名
代

が
調
停
役
と
し
て
出
席
し
た
。

会
盟
の
席
に
は
、
ハ
ル
ハ
側
の
護
法
者
（
見
届
け

人
）
と
し
て
高
僧
ジ
ェ
ブ
ツ
ン
ダ
ン
パ
（
一
六
三
五
― 

一
七
二
三

AI
B

）
も
出
席
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
会
盟
の

席
に
お
い
て
ジ
ェ
ブ
ツ
ン
ダ
ン
パ
は
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五

世
の
名
代
に
対
し
て
席
の
高
さ
を
同
じ
に
す
る
な
ど
対

等
な
振
る
舞
い
を
見
せ
た
と
い
う
。
こ
の
行
為
に
対
し

て
、
西
モ
ン
ゴ
ル
・
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
首
長
ガ
ル
ダ
ン
は
、

ジ
ェ
ブ
ツ
ン
ダ
ン
パ
の
非
礼
を
責
め
、
つ
い
に
は
ハ
ル

ハ
に
侵
入
し
た
。
ジ
ュ
ン
ガ
ル
は
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る

ダ
ラ
イ
ラ
マ
政
権
の
施
主
国
の
一
つ
で
あ
り
、
ガ
ル
ダ

ン
は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
か
ら
ボ
シ
ョ
ク
ト
・
ハ
ー
ン
の

称
号
を
授
か
り
、
さ
ら
に
は
師
弟
の
関
係
も
結
ん
で
い

た
。
こ
の
ガ
ル
ダ
ン
の
ハ
ル
ハ
侵
入
に
よ
っ
て
、
ハ
ル

ハ
は
清
に
帰
順
し
、
対
立
の
構
造
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
と
清

と
い
う
形
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
渦
中
の
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
の
名
代
と
は
、
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ガ
ル
ダ
ン
シ
レ
ト
ゥ
と
呼
ば
れ
る
ガ
ワ
ン
・
ロ
ド
ゥ
ー
・

ギ
ャ
ン
ツ
ォ
（
一
六
三
五
―
一
六
八
八

AJ
B

）
の
こ
と
で
あ
り
、

チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
に
と
っ
て
は
ラ
サ
留
学
に
お
け
る
ゴ

マ
ン
学
堂
入
門
以
来
の
師
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
チ
ャ

ン
キ
ャ
二
世
も
、
師
に
随
行
し
て
フ
レ
ン
ベ
ル
チ
ル
の

会
盟
に
参
席
し
て
い
た
と
さ
れ

A
K
B

、
会
盟
後
の
一
六
八
七

年
に
は
、
師
と
と
も
に
北
京
を
訪
れ
、
康
熙
帝
に
謁
見

し
て
い
る
。
こ
れ
が
『
清
涼
山
志
』
に
「
來
朝
」
と
あ

る
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
に
よ
る
北
京
初
訪
問
の
経
緯
で
あ

る
。
続
く
『
清
涼
山
志
』
の
記
述
は
「
聖
祖
晩
歳
」
と

な
る
の
で
、『
清
涼
山
志
』
に
お
い
て
は
、
も
は
や
チ
ャ

ン
キ
ャ
二
世
の
北
京
初
訪
問
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、

チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
と
清
の
関
係
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
し
て
生
じ
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
こ
か
ら
は
主
にC

2N

に
基
づ
き
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世

の
経
歴
を
辿
る
こ
と
に
す
る
。

一
六
八
七
年
の
北
京
初
訪
問
時
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世

は
、
師
ガ
ル
ダ
ン
シ
レ
ト
ゥ
に
よ
る
新
年
の
大
祈
願
会

お
よ
び
康
熙
帝
と
の
二
回
の
接
見
に
随
行
し
た
と
さ
れ

る
。
康
煕
帝
と
の
接
見
の
際
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
は
康

煕
帝
に
気
に
入
ら
れ
、
こ
の
ま
ま
北
京
に
留
ま
る
よ
う

指
示
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
は

こ
れ
を
辞
退
し
て
、
師
と
と
も
に
北
京
を
後
に
し
た

A
L
B

。

ガ
ル
ダ
ン
シ
レ
ト
ゥ
は
、
一
六
八
八
年
、
チ
ベ
ッ
ト
に

戻
る
途
中
の
青
海
の
ク
ン
ブ
ム
寺
付
近
で
死
去
し
た
。

そ
の
後
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
は
青
海
に
留
ま
っ
て
い
た

が
、
一
六
九
三
年
に
康
熙
帝
か
ら
北
京
へ
の
招
請
が
あ

り
、
再
び
北
京
に
赴
く
こ
と
に
な
っ
た
。

北
京
に
到
着
し
た
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
は
、「
宮
殿
内
」

の
す
べ
て
の
「
大
ラ
マ
」
に
よ
っ
て
出
迎
え
ら
れ
た
と

い
う
。
そ
し
て
、
滞
在
中
は
、
当
時
の
扎
薩
克
大
喇
嘛

の
長
で
あ
っ
た
メ
ル
ゲ
ン
・
チ
ュ
ー
ジ
ェ
ー
を
は
じ
め
、

京
師
の
名
だ
た
る
ラ
マ
か
ら
講
義
や
生
活
の
支
援
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
康
熙
帝
の
指
示
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
康
熙
帝
自
身
も
チ
ャ
ン
キ
ャ
二

世
の
滞
在
場
所
を
訪
問
し
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
が
移
動

す
る
際
に
は
、
直
接
そ
の
手
を
取
っ
て
自
ら
案
内
す
る

と
い
う
厚
遇
ぶ
り
を
見
せ
た

A
M
B

。
ち
な
み
に
、
妙
舟
『
蒙
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蔵
仏
教
史
』
に
は
、
こ
の
一
六
九
三
年
の
チ
ャ
ン
キ
ャ

二
世
に
よ
る
北
京
訪
問
の
際
に
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
が

扎
薩
克
大
喇
嘛
の
職
を
受
け
た
と
あ
り
、
こ
れ
を
根
拠

に
多
く
の
研
究
が
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
は
こ
の
時
点
で
扎

薩
克
大
喇
嘛
の
長
に
任
命
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
池
尻
［2013
］
は
、C

2N

に
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
自

ら
扎
薩
克
大
喇
嘛
の
任
命
を
受
け
た
こ
と
を
記
し
て
い

な
い
点
や
、
こ
の
時
期
の
扎
薩
克
大
喇
嘛
の
長
と
し
て

メ
ル
ゲ
ン
・
チ
ュ
ー
ジ
ェ
ー
の
名
を
記
し
て
い
る
点
か

ら
、
一
六
九
三
年
に
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
が
扎
薩
克
大
喇

嘛
の
職
を
受
け
た
と
い
う
説
は
、
後
世
の
チ
ャ
ン
キ
ャ

二
世
の
絶
対
的
な
地
位
か
ら
生
じ
た
誤
解
と
し
て
い
る

A
N
B

。

と
こ
ろ
で
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
か

ら
北
京
に
招
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
清
に
よ
る
ハ
ル
ハ
統
治
を
正
式
に
決
定
づ
け

た
一
六
九
一
年
の
ド
ロ
ン
ノ
ー
ル
の
会
盟
が
あ
げ
ら
れ

る
。
ド
ロ
ン
ノ
ー
ル
は
、
現
在
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区

シ
リ
ン
ゴ
ル
盟
に
位
置
し
、
か
つ
て
フ
ビ
ラ
イ
が
夏
の

都
で
あ
る
上
都
を
築
い
た
地
で
あ
っ
た
。
康
煕
帝
は
、

こ
の
会
盟
に
お
い
て
、
帰
属
し
た
ハ
ル
ハ
の
首
長
た
ち

に
正
式
に
臣
下
の
礼
を
と
ら
せ
た
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で

清
に
求
め
ら
れ
た
の
は
、
統
治
下
の
多
く
の
モ
ン
ゴ
ル

人
に
対
し
て
彼
ら
が
信
奉
す
る
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
指
導

者
を
用
意
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
池
尻
［2013

］
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

一
六
九
二
年
、
北
京
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
界
の
頂
点
に
い

た
イ
ラ
ゴ
ク
サ
ン
・
ホ
ト
ク
ト
が
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
ガ
ル

ダ
ン
側
へ
逃
亡
す
る
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
イ
ラ
ゴ

ク
サ
ン
・
ホ
ト
ク
ト
は
処
刑
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
清
は
北
京
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
界
に
お
い

て
最
も
求
心
的
な
存
在
を
失
っ
た
こ
と
に
な
る

A
O
B

。
す
な

わ
ち
、
一
六
九
三
年
に
お
け
る
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
の
北

京
招
請
に
は
、
ハ
ル
ハ
統
治
に
よ
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

の
指
導
者
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
状
況
と
、
そ
の
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
の
指
導
者
が
北
京
に
お
い
て
失
わ
れ
る
と
い
う

状
況
が
絡
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
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一-

三
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
の
清
に
お
け
る
事
績
、
辺
境
政
策

と
ラ
サ
遣
使

一
六
九
六
年
、
チ
ベ
ッ
ト
の
ダ
ラ
イ
ラ
マ
政
権
の
摂

政
サ
ン
ゲ
・
ギ
ャ
ン
ツ
ォ
が
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
の
死
を

十
六
年
に
も
亘
っ
て
隠
匿
し
て
い
た
事
実
が
発
覚
し
た
。

翌
年
、
チ
ベ
ッ
ト
の
ラ
サ
で
、
そ
れ
ま
で
公
表
さ
れ
ず

に
い
た
ダ
ラ
イ
ラ
マ
六
世
の
即
位
式
が
執
り
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
清
は
、
こ
の
即
位
式
に
あ
た
っ
て
、

金
冊
と
金
印
を
贈
る
使
者
と
し
て
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
ら

を
派
遣
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
ら

に
よ
る
ラ
サ
訪
問
に
は
、
即
位
式
へ
の
列
席
と
は
別
の

任
務
が
途
中
で
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
ラ

サ
へ
の
往
復
路
に
お
け
る
青
海
地
方
で
、
青
海
の
首
長

た
ち
に
対
し
て
康
熙
帝
へ
の
入
覲
を
促
す
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た

A
P
B

。
そ
し
て
、
こ
の
任
務
は
、
青
海
の
首
長
た

ち
と
通
じ
て
い
た
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
に
よ
っ
て
円
滑
に

進
ん
だ
と
さ
れ
る

A
Q
B

。

こ
の
よ
う
に
、
清
は
フ
レ
ン
ベ
ル
チ
ル
の
会
盟
以
降

の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
と
の
対
立
の
中
で
、
モ
ン
ゴ
ル
と
同
様

に
青
海
地
方
に
お
い
て
も
懐
柔
工
作
を
行
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
そ
の
際
、
モ
ン
ゴ
ル
人
が
伝
統
的
に
信
奉
す

る
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
僧
で
、
し
か
も
青
海
の
大
寺
院
ク

ン
ブ
ム
寺
の
座
主
で
あ
っ
た
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
が
、
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
と
し
て
最
適
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。

そ
れ
を
示
す
出
来
事
と
し
て
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
の

「
ホ
ト
ク
ト
」
号
の
剥
奪
お
よ
び
復
帰
と
い
う
事
件
が
あ

る
。
一
六
九
九
年
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
は
、
一
六
九
七

―
一
六
九
八
年
の
ラ
サ
訪
問
の
際
に
摂
政
の
サ
ン
ゲ
・

ギ
ャ
ン
ツ
ォ
に
謁
見
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
ホ
ト
ク
ト
」

号
を
剥
奪
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
実
は
、サ
ン
ゲ
・
ギ
ャ

ン
ツ
ォ
は
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
の
死
を
十
六
年
に
も
亘
っ

て
秘
匿
し
て
い
た
こ
と
よ
っ
て
康
熙
帝
の
怒
り
を
買
っ

て
い
た
の
で
あ
る

A
R
B

。
し
か
も
、
清
と
対
立
し
て
い
た
ジ
ュ

ン
ガ
ル
の
首
長
ガ
ル
ダ
ン
と
通
じ
て
い
た
こ
と
も
明
る

み
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
チ
ャ
ン
キ
ャ

二
世
ら
は
康
熙
帝
の
旨
に
背
い
て
サ
ン
ゲ
・
ギ
ャ
ン
ツ
ォ

に
謁
見
し
た
の
で
あ
る
。
一
時
は
、
絞
首
刑
ま
で
話
が
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進
ん
だ
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
事
件
は
結
局
の
と
こ
ろ
数
ヶ

月
後
に
放
免
、チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
に
は
再
び
「
ホ
ト
ク
ト
」

の
称
号
が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

A
S
B

。

な
ぜ
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
は
、
こ
う
も
あ
っ
さ
り
と

そ
の
罪
を
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
お
そ
ら
く
、

清
に
と
っ
て
こ
の
処
罰
に
も
勝
る
何
ら
か
の
見
返
り
が

チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、

こ
の
時
期
に
は
、
そ
れ
を
窺
わ
せ
る
清
の
諸
政
策
が
行

わ
れ
て
い
た
。
一
六
九
七
年
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
首
長
ガ

ル
ダ
ン
が
自
害
し
、
清
と
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
戦
い
は
一
区

切
り
つ
い
た
。
以
降
、
清
は
次
第
に
国
内
の
様
々
な
問

題
に
直
面
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ド
ロ
ン
ノ
ー
ル
の

会
盟
に
よ
っ
て
統
治
し
た
ハ
ル
ハ
へ
の
対
応
。
ジ
ュ
ン

ガ
ル
と
の
戦
い
の
影
響
に
よ
っ
て
清
の
領
内
に
は
モ
ン

ゴ
ル
の
難
民
が
大
勢
い
た
と
さ
れ
る

A
T
B

。
そ
し
て
、
ジ
ュ

ン
ガ
ル
の
戦
い
に
よ
っ
て
焦
土
と
化
し
た
領
地
の
復
興

も
早
急
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
六
九
八
年
、
康
熙
帝
は
そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、

ハ
ル
ハ
の
高
僧
ジ
ェ
ブ
ツ
ン
ダ
ン
パ
と
と
も
に
五
台
山

を
巡
幸
し
た
。
康
熙
帝
に
と
っ
て
、
こ
の
三
回
目
の
五

台
山
巡
幸
は
、
二
回
目
か
ら
十
五
年
も
隔
た
っ
て
い
た

点
、
ま
た
ガ
ル
ダ
ン
の
死
の
翌
年
で
あ
っ
た
点
、
さ
ら

に
ジ
ェ
ブ
ツ
ン
ダ
ン
パ
が
同
行
し
て
い
た
点
な
ど
か
ら
、

そ
れ
ま
で
の
過
去
二
回
の
巡
幸
と
は
、
ま
っ
た
く
別
の

意
味
合
い
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
あ

た
か
も
ハ
ル
ハ
と
の
関
係
を
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
基
づ
い

て
構
築
し
よ
う
と
い
う
宣
言
に
も
等
し
か
っ
た

A
U
B

。

こ
の
頃
の
清
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
導
入
の
特
徴
は
、

ダ
ラ
イ
ラ
マ
を
介
さ
ず
に
、
例
え
ば
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世

と
い
う
「
清
の
ホ
ト
ク
ト
」
と
し
て
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

僧
や
、
ジ
ェ
ブ
ツ
ン
ダ
ン
パ
と
い
う
「
モ
ン
ゴ
ル
の
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
僧
」
な
ど
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の

権
力
が
空
白
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
と

い
う
の
も
、
一
六
九
七
年
に
即
位
し
た
ダ
ラ
イ
ラ
マ
六

世
は
、
放
蕩
生
活
に
明
け
暮
れ
、
執
政
ら
し
い
執
政
も

せ
ず
、
一
七
〇
二
年
に
は
沙
弥
戒
を
返
上
、
一
七
〇
六

年
に
は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
位
を
廃
位
さ
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
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北
京
へ
護
送
さ
れ
る
途
中
で
死
去
し
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
六
世
の
転
生
者
で
あ
る
七
世
が
青
年
期
に
達
し
て

親
政
を
行
う
ま
で
に
は
、
ま
だ
か
な
り
の
時
間
が
必
要

で
あ
っ
た

A
V
B

。
つ
ま
り
、ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
介
入
を
望
ん
で
も
、

そ
れ
が
叶
わ
な
い
状
況
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
こ
と
が
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
や
ジ
ェ
ブ
ツ
ン
ダ
ン
パ

に
、
後
世
に
名
僧
と
謳
わ
れ
る
よ
う
な
下
地
を
つ
く
ら

せ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

二
、「
国
師
」
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
と
な
る
ま
で
の
事

績
（
一
七
〇
〇
年
～
）

二-

一
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
に
よ
る
五
台
山
事
績
の
検
証

C
2N

に
よ
る
と
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
は
一
七
〇
〇
年

に
康
煕
帝
の
委
託
に
よ
っ
て
五
台
山
に
入
山
し
た
。
前

年
の
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
が
サ
ン
ゲ
・
ギ
ャ
ン
ツ
ォ
と
の

会
見
の
罪
を
異
例
の
早
さ
で
許
さ
れ
た
理
由
も
、
も
し

か
し
た
ら
こ
こ
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

庚
辰
年

A
W
B

（dpa’ bo’i lo, 

一
七
〇
〇
年
、
康
煕
三
九
年
）、

〔
清
か
ら
〕
グ
ン
ル
ン
大
寺
院
（dgon klung chos 

sde che

）
に
、
神
変
大
祈
願
会
（cho ’phrul sm

on 

lam
 chen m

o

）
を
開
催
す
る
費
用
を
授
か
っ
た
。

皇
帝
（
康
煕
帝
）
が
お
造
り
に
な
ら
れ
た
三
部
主
像

（rigs gsum
 m

gon po’i sku, 

観
世
音
、
文
殊
、
持
金

剛
）
を
、
文
殊
菩
薩
の
聖
地
で
あ
る
五
台
山
に
招
致

し
、
ス
ン
シ
ュ
ク
（gzungs gzhug AX

B

）
を
献
じ
て

落
慶
法
要
を
行
う
た
め
、〔
私
（
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
）

は
〕
皇
帝
が
委
託
し
た
通
り
に
五
つ
の
峰
に
赴
き
、

そ
れ
ら
を
安
置
し
て
拝
礼
し
た
。
そ
の
時
、
見
事

な
輝
か
し
い
色
合
い
の
虹
が
見
え
た
。
聖
地
に
お

い
て
信
仰
と
歓
喜
を
認
識
し
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。

（C
2N

, 23b AY
B

）

＊
（　

）
は
前
語
の
説
明
や
原
文
。〔　

〕
は
補
足
。

と
も
に
記
入
は
筆
者
。

で
は
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
に
よ
る
五
台
山
寺
院
の
大

規
模
な
建
立
・
改
宗
が
一
七
〇
〇
年
か
ら
始
ま
っ
た
の
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か
と
い
う
と
、
実
はC

2N

に
お
け
る
五
台
山
に
関
す
る

記
述
は
こ
れ
以
外
に
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、

崔
正
森
［2000

］
も
張
元
［2011

］
も
、
チ
ャ
ン
キ
ャ

二
世
の
五
台
山
事
業
に
関
し
て
は
典
拠
を
明
確
に
示
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
観
点
か
ら
い
う
と
チ
ャ

ン
キ
ャ
二
世
が
実
際
に
五
台
山
事
業
を
行
っ
た
か
ど
う

か
は
不
確
か
な
も
の
と
な
る
。

そ
こ
で
、『
五
台
県
志
』
に
「
チ
ャ
ン
キ
ャ
・
ホ
ト
ク

ト
系
統
に
属
す
る
チ
ベ
ッ
ト
寺
院
と
し
て
は
鎮
海
寺
、

普
楽
院
、
集
福
寺
、
文
殊
院
、
広
化
寺
、
慈
福
寺
の
六
ヶ

所
が
あ
り
、よ
っ
て
チ
ャ
ン
キ
ャ
ラ
マ
が
管
轄
し
、〔
チ
ャ

ン
キ
ャ
自
身
は
〕鎮
海
寺
に
駐
留
し
た

A
Z
B

」と
あ
る
よ
う
に
、

歴
代
の
チ
ャ
ン
キ
ャ
・
ホ
ト
ク
ト
が
住
持
し
た
と
さ
れ

る
鎮
海
寺
を
手
掛
か
り
に
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
に
よ
る

五
台
山
へ
の
具
体
的
な
関
与
に
つ
い
て
探
っ
て
い
こ
う
。

鎮
海
寺
は
、
五
台
山
中
枢
の
台
懐
鎮
か
ら
南
へ
お
よ

そ
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。
明
代
の

創
建
と
さ
れ
、
敷
地
は
お
よ
そ
一
六
二
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
、
前
院
（
文
殊
殿
）、
後
院
（
大
佛
殿
）、
南
院
（
天
王

殿
）
の
三
部
分
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
式
は
康
熙

年
間
の
重
修
と
さ
れ
る
の
で
、
鎮
海
寺
に
住
持
し
て
い

た
歴
代
の
チ
ャ
ン
キ
ャ
・
ホ
ト
ク
ト
の
中
で
は
チ
ャ
ン

キ
ャ
二
世
の
時
代
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。
南
院
す
な

わ
ち
天
王
殿
内
部
の
「
正
脊
坊
下
」
に
は
「
大
清
康
煕

四
十
九
年
歳
次
庚
寅
孟
夏
吉
日
旦
、
勅
封
清
修
禅
師
乃

提
督
五
台
山
番
漢
大
喇
嘛
鼎
増
監
錯
奉
旨
重
建
、
住
持

朋
錯
垂
旦
謹
志
（
＊
傍
線
は
筆
者
が
記
入
）」
と
の
題
辞
が

あ
る
と
さ
れ
る

A
[
B

。

清
修
禅
師
の
鼎
増
監
錯
と
は
、
当
時
の
菩
薩
頂
座
主

で
あ
り
、
す
な
わ
ち
五
台
山
寺
院
の
す
べ
て
を
管
轄
す

る
「
五
台
山
菩
薩
頂
扎
薩
克
大
喇
嘛
」
で
あ
っ
た
。
阿

王
老
蔵
か
ら
始
ま
る
歴
代
の
菩
薩
頂
座
主
は
、
初
代
か

ら
六
代
ま
で
が
北
京
の
崇
国
寺
の
出
身
で
あ
り
、
第
四

代
の
鼎
増
監
錯
も
そ
の
系
統
に
属
し
て
い
た

A
\
B

。
ち
な
み

に
、
第
三
代
の
老
蔵
丹
巴
は
、
一
六
九
四
年
に
『
清
涼

山
新
志
』
を
編
纂
し
た
僧
で
あ
り
、
一
六
九
八
年
に
は

五
台
山
巡
幸
を
し
て
い
た
康
煕
帝
に
よ
っ
て
清
修
禅
師
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に
封
じ
ら
れ
た
。

老
蔵
丹
巴
の
事
績
を
み
る
と
、
菩
薩
頂
の
大
規
模
な

重
修
に
始
ま
り
、
台
麓
寺
の
建
立
、
そ
し
て
望
海
寺
、

普
済
寺
、
法
雷
寺
、
演
教
寺
、
霊
応
寺
と
い
っ
た
五
頂

寺
院
の
重
修
、
ま
た
殊
像
寺
や
碧
山
寺
な
ど
も
重
修
し

て
い
る
。
一
七
〇
五
年
に
は
菩
薩
頂
で
金
製
の
文
殊
菩

薩
像
、
観
音
菩
薩
像
、
普
賢
菩
薩
像
の
三
大
士
像
な
ど

の
建
立
、
一
七
〇
〇
年
と
一
七
〇
五
年
に
は
菩
薩
頂
と

台
麓
寺
で
ラ
マ
達
と
梵
書
と
蔵
経
を
学
ん
で
研
究
し
た

と
さ
れ
る

A
]
B

。
つ
ま
り
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
の
五
台
山
入

山
時
、
す
な
わ
ちC

2N

に
お
い
て
最
初
に
入
山
し
た
と

さ
れ
る
一
七
〇
〇
年
も
、崔
正
森
［2000
］
の
い
う
チ
ャ

ン
キ
ャ
二
世
が
五
台
山
寺
院
の
建
立
・
改
宗
を
始
め
た

と
さ
れ
る
一
七
〇
五
年
も
、
実
際
の
五
台
山
事
業
は
、

チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
で
は
な
く
北
京
の
崇
国
寺
系
の
僧
が

行
っ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か

も
、
歴
代
の
チ
ャ
ン
キ
ャ
・
ホ
ト
ク
ト
が
住
持
し
て
い

た
鎮
海
寺
も
、
一
七
一
〇
年
の
重
修
は
崇
国
寺
系
の
鼎

増
監
錯
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
時
に
住
持

し
て
い
た
と
さ
れ
る
朋
錯
垂
旦
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
で
お

そ
ら
く
ポ
ン
ツ
ォ
・
チ
ュ
ー
デ
ン
か
と
思
わ
れ
る
が
、

チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
＝
ガ
ワ
ン
・
ロ
サ
ン
・
チ
ュ
ー
デ
ン

と
同
一
の
僧
で
あ
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
以
上
を
考

慮
す
る
と
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
に
よ
る
五
台
山
寺
院
の

建
立
・
改
宗
に
つ
い
て
は
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
が
実
際

に
行
っ
た
か
ど
う
か
も
怪
し
く
な
っ
て
く
る
。

二-

二
、
モ
ン
ゴ
ル
諸
集
団
へ
の
灌
頂
授
与
の
意
義

少
な
く
と
も
、
一
七
一
〇
年
ま
で
の
五
台
山
事
業
が

北
京
の
崇
国
寺
系
の
僧
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
場
合
、

そ
の
間
の
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
の
事
績
と
は
一
体
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
一
七
〇
六
年
、
清
は
チ
ャ
ン

キ
ャ
二
世
に
対
し
て
「
国
師
」
の
称
号
を
贈
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
に
は
、
清
に
対
し
て
そ
れ

相
応
の
貢
献
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、「
国
師
」

と
な
っ
た
か
ら
に
は
、
少
な
く
と
も
実
際
に
五
台
山
事

業
を
行
っ
て
い
た
崇
国
寺
系
の
僧
と
は
別
の
何
か
が
、

チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
に
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
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こ
こ
か
ら
はC

2N

に
基
づ
い
て
、「
国
師
」
の
称
号
を

得
る
ま
で
の
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
の
事
績
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
す
る
。

辛
巳
年
（khyu m

chog lo, 

一
七
〇
一
年
、
康
煕
四
〇

年
）、
ハ
ラ
チ
ン
（har chin

）
の
公
（kung

）
チ
ャ

ン
パ
・
タ
シ
（byam

s ba bkra shis

）
と
い
う
者
が
、

皇
帝
に
対
す
る
シ
ャ
プ
テ
ン

A
^
B

（zhabs brtan

）
の
た

め
に
寺
院
を
多
く
建
立
し
た
と
い
う
の
で
、
儀
礼

上
の
ス
ン
シ
ュ
ク
（gzungs gzhug
）
お
よ
び
落
慶

法
要
を
行
う
者
と
し
て
、〔
私（
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
）は
〕

皇
帝
に
お
願
い
申
し
上
げ
て
、〔
チ
ャ
ン
パ
・
タ
シ

に
よ
っ
て
〕
呼
ば
れ
た
地
（
ハ
ラ
チ
ン
部
の
遊
牧
地
）

に
赴
き
、
そ
れ
ら
を
完
成
し
て
、
公
（
チ
ャ
ン
パ
・

タ
シ
）
が
首
長
と
な
る
、
そ
の
地
の
支
配
者
層
の
男

女
お
よ
び
貴
族
と
、
ラ
マ
お
よ
び
多
く
の
随
行
者

す
べ
て
に
、
灌
頂
、
指
南
、
誓
言
と
、
優
婆
塞
戒

お
よ
び
出
家
戒
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
求
め
に
応

じ
て
授
け
た
。（C

2N
, 24a A_

B

）

こ
の
引
用
文
に
は
、
清
と
モ
ン
ゴ
ル
の
繋
が
り
が
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
の
儀
礼
に
基
づ
い
て
い
る
場
合
の
一
例
と

し
て
、
そ
の
関
係
構
築
の
手
順
の
一
端
が
窺
え
る
。
す

な
わ
ち
、
モ
ン
ゴ
ル
側
の
要
請
で
清
皇
帝
の
長
寿
儀
礼

を
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
基
づ
い
て
行
う
と
い
う
手
順
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
の
ダ
ラ
ニ
封
入
お
よ
び
落
慶
法

要
を
行
う
者
が
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
で
あ
っ
た
こ
と
は

き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
モ
ン
ゴ
ル
・
ハ
ラ
チ
ン

部
の
場
合
で
は
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
の
招
聘
に
伴
う
諸

儀
式
、
多
く
の
聖
俗
に
対
す
る
灌
頂
、
指
南
、
誓
言
、

授
戒
が
注
目
さ
れ
る
。
と
く
に
灌
頂
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
を
行
え
る
僧
と
な
れ
ば
限
ら
れ
、
例
え
ば
チ
ベ
ッ
ト

の
名
だ
た
る
高
僧
の
も
と
で
二
十
年
に
も
亘
っ
て
修
行

を
積
ん
だ
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
の
よ
う
な
僧
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。

灌
頂
と
は
、
密
教
の
入
門
儀
礼
で
あ
り
、
端
的
に
い

う
と
あ
る
特
定
の
経
典
に
基
づ
く
修
行
の
許
可
を
意
味

す
る
。
儀
式
で
は
、
灌
頂
を
授
け
る
側
が
そ
の
特
定
の
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経
典
に
お
け
る
本
尊
と
一
体
化
し
た
よ
う
な
状
態
に
な

り
、
そ
し
て
受
け
る
側
は
そ
の
本
尊
の
も
と
で
修
行
を

開
始
す
る
。
石
濱
［2011

］
に
よ
る
と
、「
灌
頂
儀
礼

は
そ
れ
自
体
に
政
治
的
な
意
味
は
な
い
も
の
の
、
灌
頂

を
授
け
る
師
僧
が
高
僧
で
あ
り
、
か
つ
受
者
が
国
王
ク

ラ
ス
で
あ
る
場
合
、
国
王
が
灌
頂
を
受
け
た
後
に
弘
法

に
勤
し
み
結
果
と
し
て
社
会
が
大
き
く
変
化
す
る
た
め
、

歴
史
的
な
事
件
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う

A
`
B

。

と
か
く
信
仰
と
い
う
曖
昧
な
言
葉
で
表
現
さ
れ
が
ち
な

仏
教
僧
と
モ
ン
ゴ
ル
人
の
関
係
も
、
灌
頂
の
一
語
に
よ

る
と
、
そ
の
繋
が
り
は
明
確
な
も
の
と
な
る
。
つ
ま
り
、

こ
こ
で
は
清
側
の
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
と
ハ
ラ
チ
ン
部
の

有
力
者
た
ち
が
灌
頂
に
よ
っ
て
強
固
に
結
ば
れ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

二-

三
、
ド
ロ
ン
ノ
ー
ル
彙
宗
寺
の
興
隆
と
「
国
師
」
号
の
授
与

つ
づ
く
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
の
手
掛
け
た
事
業
と
は
、

ド
ロ
ン
ノ
ー
ル
の
彙
宗
寺
に
お
け
る
活
動
に
他
な
ら
な

か
っ
た
。
一
七
〇
一
年
、
康
熙
帝
は
ド
ロ
ン
ノ
ー
ル
の

地
に
、「
内
の
大
八
旗
、
外
の
大
四
九
旗
、
ハ
ル
ハ
、

オ
イ
ラ
ー
ト
」
す
な
わ
ち
マ
ン
ジ
ュ
人
と
モ
ン
ゴ
ル
人

の
利
益
の
た
め
の
寺
院
、
彙
宗
寺
を
建
立
し
た
。
さ
ら

に
康
熙
帝
は
、
そ
の
彙
宗
寺
に
お
い
て
、
扎
薩
克
大
喇

嘛
の
す
べ
て
の
統
轄
者
と
し
て
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
を
指

名
し
た

A
a
B

。

翌
一
七
〇
二
年
か
ら
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
は
、
彙
宗

寺
に
お
い
て
学
僧
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。C

2N

に
は
、

そ
の
指
導
の
様
子
が
段
階
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
段
階

的
と
は
、ま
さ
し
く
初
歩
的
な「
道
に
適
っ
た
行
い（’grigs 

lam
 kun spyod

）」
や
「
集
団
で
念
誦
す
る
方
法
（tshogs 

’don byed tshul

）」
な
ど
の
実
践

A
b
B

か
ら
、
そ
れ
こ
そ
究
極

的
な
灌
頂
儀
礼

A
c
B

ま
で
の
過
程
で
あ
る
。
そ
れ
が
数
年
に

亘
っ
て
、
彙
宗
寺
の
発
展
と
と
も
に
略
述
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
特
別
な
法
要
や
指
導
の
際
に
は
、
外
部
か

ら
専
門
家
や
指
導
僧
な
ど
が
招
聘
さ
れ
た
。
ト
ゥ
ク
ダ

ム
（thugs dam

）、ラ
ム
リ
ム
指
南
（ram

 rim
 khrid

）
と
、

そ
の
都
度
、
彙
宗
寺
が
盛
大
に
な
っ
て
い
く
様
子
が
手

に
取
る
よ
う
に
分
か
る
。
さ
ら
に
は
薬
学
や
医
術
な
ど
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も
導
入
さ
れ
た
よ
う
で
、
次
の
引
用
文
か
ら
は
、
そ
れ

ら
が
儀
礼
に
伴
っ
て
施
さ
れ
た
様
子
が
窺
え
る
。
そ
し

て
、
ト
ゥ
ク
ダ
ム
と
い
う
法
要
が
、
北
京
の
高
僧
ジ
ェ

ド
ゥ
ン
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
。

そ
の
時
、
病
気
が
流
行
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、

感
染
し
た
者
に
対
し
て
、
内
部
と
外
部
か
ら
集
ま
っ

て
き
た
僧
衆
と
、
ペ
ル
サ
ン
・
カ
ブ
チ
ュ
（dpal 

bzang ka bcu

）
な
ど
、
そ
れ
に
つ
づ
く
多
く
の
支

援
者
た
ち
が
、
ジ
ェ
ド
ゥ
ン
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
（rje 

drung rin po che

）
の
ト
ゥ
ク
ダ
ム
（thugs dam

）

を
明
確
に
信
奉
す
る
と
い
う
法
要
に
お
い
て
尽
力

し
、シ
ェ
タ
ル（shesdar

）お
よ
び
ル
ン
ギ
ャ
ム（lhun 

rgyam

）
の
二
人
を
〔
病
気
に
感
染
し
た
者
の
〕
傍

ら
に
留
ま
ら
せ
て
か
ら
、看
護
師
が
衛
生
学
（’phrod 

rten

）、
シ
ェ
タ
ル
パ
（shes dar pa

）
が
法
要
（rim

 

’gro

）
な
ど
の
準
備
に
伴
う
運
搬
作
業
を
と
く
に
勤

し
ん
で
行
っ
た
。

ナ
ム
ゲ
ル
・
カ
ブ
チ
ュ
（rnam

 rgyal ka bcu

）

が
皇
帝
の
お
み
足
に
進
ん
で
礼
を
尽
く
し
て
申
し

上
げ
る
に
は
、
薬
と
医
師
ら
が
恩
恵
を
施
し
て
く

れ
た
の
で
〔
病
気
に
感
染
し
た
者
が
〕
病
気
か
ら

良
く
解
放
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（C

2N
, 

24b Ad
B

）

ト
ゥ
ク
ダ
ム
と
は
、
高
僧
に
よ
る
瞑
想
状
態
の
こ
と

を
指
す
が
、
時
に
高
僧
が
死
去
し
た
後
に
ミ
イ
ラ
化
し
、

ま
る
で
瞑
想
し
て
い
る
高
僧
に
対
す
る
よ
う
に
そ
の
対

象
に
拝
礼
す
る
と
い
う
き
わ
め
て
高
度
な
法
要
で
あ
る
。

ジ
ェ
ド
ゥ
ン
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
は
、
ゲ
ル
ク
派
の
創
始
者

で
あ
る
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
弟
子
に
ま
で
転
生
譜
を
辿
れ
る

由
緒
あ
る
僧
で
、
こ
の
僧
も
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
と
と
も

に
彙
宗
寺
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
一
七
〇
四
年
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
は
、
彙
宗
寺

に
お
い
て
「
内
外
の
多
く
の
者
（gzhi byes m

ang po

）」

に
、
ヴ
ァ
ジ
ラ
バ
イ
ラ
ヴ
ァ
（rdo rje ’jigs byed

）
の

灌
頂

A
e
B

を
授
け
た

A
f
B

。
ち
な
み
に
一
七
〇
四
年
の
記
述
に
は
、
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彙
宗
寺
の
管
理
体
制
の
よ
う
な
も
の
が
見
出
せ
る
。
例
え

ば
、
寺
院
に
お
け
る
各
種
講
義
、
法
要
等
、
茶
や
賄
い
は

寺
院
以
外
の
提
供
者
の
存
在
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
場
合

が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
土
地
の
管
理
に
つ
い
て
は
明
代
の

寺
荘
を
思
わ
せ
る
体
制
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
窺
え
る
。

〔
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
は
〕
教
え
の
根
本
た
る
三
事

（gzhi gsum

）
の
実
践
を
確
立
し
た
。
僧
衆
な
ど

に
盛
大
に
何
時
も
施
し
て
い
る
、
チ
ャ
ツ
ル
（ja 

tshul, 

茶
の
作
法
）
と
ト
ゥ
ク
ツ
ル
（thug tshul, 

麺
料
理
の
作
法
）
を
執
り
行
う
者
を
寺
院
（
彙
宗
寺
）

か
ら
出
し
、
ま
た
祈
願
会
（sm

on lam
）、
夏
安
居

（dbyar gnas

）、
五
供
節
（lnga m

chod
）、
そ
し
て

チ
ャ
ト
ゥ
ク
（ja thug, 

茶
と
麺
料
理
）
を
煮
る
者

を
提
供
す
る
者
が
他
に
現
れ
た
時
は
、
そ
の
管
理

を
し
、
未
来
に
お
い
て
有
益
に
な
る
こ
と
を
考
え

て
か
ら
、
公
用
地
の
二
人
の
管
理
人
を
任
命
し
て
、

公
共
財
物
、
基
金
と
し
て
勇
壮
な
牡
馬
一
二
〇
頭

お
よ
び
羊
三
〇
〇
頭
と
、シ
ル
ク
の
着
物
、カ
タ
ー
、

迎
賓
用
の
器
、
褥
な
ど
、
細
か
い
必
需
品
お
よ
び

函
と
、
大
き
な
馬
を
飼
育
す
る
者
一
人
と
と
も
に

与
え
た
。
寺
院
の
僧
団
に
は
仏
を
供
養
す
る
際
に

伴
う
基
金
を
加
え
た
。（C

2N
, 26b Ag

B

）

こ
う
し
て
、
ド
ロ
ン
ノ
ー
ル
の
彙
宗
寺
は
、
発
足
時
の

い
わ
ば
初
等
教
育
を
行
う
場
か
ら
段
階
を
経
て
、
周
辺

の
マ
ン
ジ
ュ
人
、
漢
人
、
と
く
に
モ
ン
ゴ
ル
人
を
結
び
つ

け
る
機
関
と
し
て
、
さ
ら
に
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
導
入
の
中

心
地
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

一
七
〇
五
年
、
彙
宗
寺
を
訪
れ
た
康
熙
帝

A
h
B

の
眼
に
チ
ャ
ン

キ
ャ
二
世
の
姿
は
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
か
。
答
え
は
、
翌

一
七
〇
六
年
の
「
灌
頂
普
善
広
慈
大
国
師
（kw

on ting 

phu’u shan kw
ong tshi tå ko shri Ai

B

）」
の
称
号
の
賜
与

に
よ
っ
て
表
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

清
代
の
五
台
山
事
業
に
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
は
ど
こ
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ま
で
関
与
し
て
い
た
か
。
従
来
の
研
究
で
は
、
チ
ャ
ン

キ
ャ
二
世
は
、
一
七
〇
六
年
に
「
国
師
」
と
な
っ
て
か

ら
五
台
山
に
入
り
、
五
台
山
寺
院
の
大
規
模
な
建
立
・

改
宗
に
着
手
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
チ
ャ

ン
キ
ャ
二
世
は
鎮
海
寺
に
住
持
し
、
鎮
海
寺
を
含
め
た

普
楽
院
、
財
善
洞
、
廣
化
寺
、
文
殊
寺
、
金
剛
窟
の
六
ヶ

寺
を
中
心
に
一
連
の
建
立
・
改
宗
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
五
台
山
は
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
派
と
ダ
ラ
イ
ラ
マ

派
の
二
大
勢
力
に
分
か
れ
て
い
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、C2N

に
よ
る
と
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
は
「
国

師
」
と
な
っ
て
か
ら
も
依
然
と
し
て
ド
ロ
ン
ノ
ー
ル
の

彙
宗
寺
で
活
動
を
続
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う

よ
り
も
、C

2N

に
お
け
る
五
台
山
に
関
す
る
記
述
は
、

一
七
〇
〇
年
に
康
熙
帝
の
委
託
で
三
部
主
像
を
安
置
し

た
こ
と
以
外
に
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

歴
代
の
チ
ャ
ン
キ
ャ
・
ホ
ト
ク
ト
が
従
事
し
て
い
た
鎮

海
寺
で
さ
え
、
一
七
一
〇
年
の
時
点
で
は
北
京
の
崇
国

寺
系
の
僧
に
よ
っ
て
管
轄
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
一
七
〇
〇
年
代
や
一
七
一
〇
年
代
は
、
こ
の

崇
国
寺
系
の
僧
が
菩
薩
頂
扎
薩
克
喇
嘛
と
し
て
五
台
山

寺
院
の
建
立
・
改
宗
を
手
掛
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
す
る
と
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
に
よ
る
五
台
山
事
業
は

も
は
や
限
定
的
で
あ
っ
た
可
能
性
す
ら
あ
る
。

清
に
お
け
る
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
の
主
た
る
事
績
と
は
、

お
そ
ら
く
ド
ロ
ン
ノ
ー
ル
の
彙
宗
寺
に
お
け
る
活
動
に

他
な
ら
な
い
。
そ
の
彙
宗
寺
で
、
周
辺
の
マ
ン
ジ
ュ
人
、

漢
人
、
と
く
に
モ
ン
ゴ
ル
人
を
一
か
ら
指
導
し
、
段
階
的

に
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
教
義
や
そ
れ
に
関
す
る
技
術
等
を

導
入
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
帰
属
し
た
ば
か
り

の
ハ
ル
ハ
の
モ
ン
ゴ
ル
人
に
と
っ
て
は
、
ド
ロ
ン
ノ
ー
ル

の
彙
宗
寺
の
存
在
は
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
こ

と
は
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
が
清
の
対
モ
ン
ゴ
ル
政
策
に
大

き
く
貢
献
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
こ

の
場
合
の
清
と
モ
ン
ゴ
ル
の
繋
が
り
の
一
例
と
し
て
は

灌
頂
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
灌
頂
を
行
な
え
た
チ
ャ
ン
キ
ャ

二
世
は
、
そ
れ
ま
で
の
清
に
属
し
て
い
た
僧
と
は
一
線
を

画
す
る
存
在
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
五
台
山
寺
院
が
チ
ャ
ン
キ
ャ
派
と
ダ
ラ
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イ
ラ
マ
派
と
に
二
分
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
以
上

の
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
の
台
頭
と
、
当
時
の
清
と
チ
ベ
ッ

ト
の
関
係
か
ら
次
の
よ
う
な
推
測
が
立
て
ら
れ
る
。
チ

ベ
ッ
ト
の
摂
政
サ
ン
ゲ
・
ギ
ャ
ン
ツ
ォ
が
十
六
年
に
亘
っ

て
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
の
死
を
隠
匿
し
、
し
か
も
ジ
ュ
ン

ガ
ル
の
ガ
ル
ダ
ン
と
繋
が
っ
て
い
た
こ
と
は
、
清
に
ダ

ラ
イ
ラ
マ
政
権
に
対
す
る
不
信
感
を
抱
か
せ
る
に
十
分

で
あ
っ
た
。
そ
こ
へ
ダ
ラ
イ
ラ
マ
七
世
の
幼
少
期
が
重

な
り
、
お
の
ず
と
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
へ
の
比
重
が
高
ま
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
清
に
よ
る
ダ
ラ
イ
ラ
マ
政
権
に
対
す
る

あ
る
種
の
不
信
と
、
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
に
対
す
る
依
存

の
要
素
は
、『
清
涼
山
志
』「
高
僧
懿
行
・
章
嘉
國
師
傳
」

に
記
さ
れ
た
「
相
傳
爲
逹
賴
第
二
世
呼
畢
勒
罕
轉
生
」

に
よ
っ
て
も
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ

の
転
生
が
成
立
し
た
ダ
ラ
イ
ラ
マ
三
世

A
j
B

に
ま
で
遡
り
、

そ
の
前
世
す
な
わ
ち
ダ
ラ
イ
ラ
マ
二
世
を
チ
ャ
ン
キ
ャ

二
世
に
繋
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
政
権
に

対
す
る
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
の
優
越
性
を
示
そ
う
と
し
た

も
の
に
他
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
転
生
は
正
規

の
も
の
で
は
な
い
が
、
清
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
界
が
チ
ャ

ン
キ
ャ
二
世
を
中
心
に
新
た
な
領
域
に
入
っ
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。

　
註

（
１
）
ガ
ワ
ン
・
ロ
サ
ン
・
チ
ュ
ー
デ
ン
・
ペ
ル
サ
ン
ポ
（ngag dbang blo 

bzang chos ldan dpal bzang po, 

一
六
四
二
︱
一
七
一
四
）。

チ
ャ
ン
キ
ャ
は
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
、
パ
ン
チ
ェ
ン
ラ
マ
、
ジ
ェ
ブ
ツ
ン

ダ
ン
パ
に
並
ぶ
著
名
な
ラ
マ
（
高
僧
）
で
あ
る
。
第
三
代
の
転
生
者

チ
ャ
ン
キ
ャ
三
世
は
乾
隆
帝
（
一
七
一
一
︱
一
七
九
九
）
の
金
剛
阿

闍
梨
と
し
て
清
に
お
い
て
絶
大
な
権
力
を
手
に
し
た
と
い
う
。

（
２
）
崔
正
森
［2000

］
七
四
五
頁
、
七
五
二
頁
。

（
３
）
ゲ
ル
ク
派
と
は
、
チ
ベ
ッ
ト
で
第
二
の
ブ
ッ
ダ
と
称
さ
れ
る
ツ
ォ
ン

カ
パ
（
一
三
五
七
︱
一
四
一
九
）
が
創
始
し
た
宗
派
。
黄
帽
派
と
も

称
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
歴
代
ダ
ラ
イ
ラ
マ
は
ゲ
ル
ク
派
に
属
す
る
。

（
４
）
張
元
［2011

］
二
四
頁
。

（
５
）
新
藤
［2017

］。

（
６
）
時
代
ご
と
に
編
纂
さ
れ
た
五
台
山
に
関
す
る
文
献
。
名
所
の
位
置
、

寺
院
の
解
説
、
名
士
の
参
詣
に
関
す
る
逸
話
、
歴
朝
皇
帝
に
よ
る

事
績
等
を
網
羅
的
に
掲
載
。
本
稿
で
は
「
乾
隆
二
十
年
重
刊
本
」

を
使
用
。
こ
れ
は
明
の
鎮
澄
が
著
し
た
『
清
涼
山
志
』
に
清
朝
前

期
の
事
績
を
加
え
た
も
の
。
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（
７
）
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
自
ら
著
し
た
同
時
代
史
料
。
自
身
の
修
行
期
間
、

清
に
お
け
る
事
績
が
詳
細
。
記
録
は
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
の
死
の
前
年

一
七
一
三
年
で
終
わ
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
十
九
世
紀
に
北
京
で

出
版
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
北
京
版
を
使
用
。

（
８
）  C

2N
, 3b

。

（
９
） 

ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
は
観
世
音
菩
薩
の
化
身
と
さ
れ
、
そ
の
た
め
チ

ベ
ッ
ト
に
お
け
る
現
世
の
補
陀
落
す
な
わ
ち
ラ
サ
の
ポ
タ
ラ
宮
の

主
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
菩
薩
は
有
情
の
利
益
た
め
に
涅
槃
に

入
ら
ず
転
生
し
続
け
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ

の
転
生
と
は
厳
密
に
は
こ
の
菩
薩
の
特
性
に
よ
る
現
象
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

（
10
）
乾
隆
『
大
清
会
典
』
巻
八
十
、
理
藩
院
、
典
属
清
吏
司
、
喇
嘛
条
。

（
11
）
歴
代
パ
ン
チ
ェ
ン
ラ
マ
は
、
チ
ベ
ッ
ト
で
は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
に
次
ぐ
宗

教
的
権
威
で
あ
る
。
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
空
位
時
や
幼
少
期
に
は
、
代

わ
り
に
実
権
を
握
る
こ
と
も
あ
る
。
本
来
は
、
ゲ
ル
ク
派
四
大
僧

院
の
一
つ
タ
シ
ル
ン
ポ
僧
院
の
座
主
で
あ
る
（
四
大
僧
院
は
他
に
ガ

ン
デ
ン
僧
院
、
デ
プ
ン
僧
院
、
セ
ラ
僧
院
）。

（
12
）C

2N
, 3b-5a

。

（
13
）
ア
ム
ド
す
な
わ
ち
現
中
国
の
行
政
区
画
で
い
う
と
こ
ろ
の
青
海
省
、

四
川
省
、
甘
粛
省
の
方
面
で
ゲ
ル
ク
派
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
僧
に
な

る
に
は
、
ま
ず
地
元
の
寺
院
に
入
り
、
そ
の
後
、
チ
ベ
ッ
ト
に
留
学

す
る
場
合
は
デ
プ
ン
僧
院
の
ゴ
マ
ン
学
堂
で
出
身
地
域
ご
と
に
分

け
ら
れ
た
寮
に
入
り
修
行
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
は

チ
ベ
ッ
ト
に
留
ま
る
者
、
地
元
に
戻
っ
て
ゲ
ル
ク
派
系
列
の
末
寺

を
建
て
布
教
活
動
を
す
る
者
と
様
々
だ
が
、
少
な
く
と
も
高
僧
と

呼
ば
れ
る
者
は
こ
の
道
筋
に
沿
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
石
濱

［2011

］
参
照
。

（
14
）C

2N
, 6a

。

（
15
）『
五
台
山
一
百
零
八
寺
』
三
四
頁
。
新
藤
［2017

］。

（
16
）
ジ
ェ
ブ
ツ
ン
ダ
ン
パ
＝
ロ
サ
ン
・
テ
ン
ペ
ー
・
ギ
ェ
ル
ツ
ェ
ン

（rje btsun dam
 pa=blo bzang bstan pa’i rgyal m

tshan, 

一
六
三
五
︱
一
七
二
三
）。
ハ
ル
ハ
の
王
侯
ト
シ
ェ
ー
ト
・
ハ
ー
ン
の

息
子
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
僧
と
し
て
も
民
衆
か
ら
尊
崇
さ
れ
て

い
た
。

（
17
）
ガ
ワ
ン
・
ロ
ド
ゥ
ー
・
ギ
ャ
ン
ツ
ォ
（ngag dbang blo gros 

rgya m
tsho, 

一
六
三
五
︱
一
六
八
八
）。

（
18
）C

2N
, 12a-12b

。

（
19
）C

2N
, 12b-13a

。

（
20
）C

2N
, 15b-16a

。

（
21
）
池
尻
［2013

］pp.126-127

。

（
22
）
池
尻
［2013

］pp.129-130

。

（
23
）C

2N
, 18a-18b

。

（
24
）
池
尻
［2013

］pp.132-135

。

（
25
）
岡
田
［2016

］p.266

。

（
26
）C

2N
, 23a-23b

。

（
27
）
黒
龍
、
海
純
良
［2008

］。

（
28
）
新
藤
［2017

］。

（
29
）
実
に
一
七
二
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。

（
30
）「dpa’ bo’i lo

」
は
直
訳
で
「
英
雄
の
年
」
と
な
り
、厳
密
に
は
「
庚

辰
年
」
の
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
し
か
し
、
引
用
部
が
「
己
卯
年
」
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と「
辛
巳
年
」に
挟
ま
っ
て
い
る
た
め「
庚
辰
年
」の
話
と
判
断
し
た
。

（
31
）
仏
像
の
中
に
ダ
ラ
ニ
を
封
入
す
る
こ
と
。

（
32
）dpa’ bo’i lo la dgon klung chos sde cher// cho ’phrul 

sm
on lam

 chen m
o gtong theb bskur// gong m

as 

bzhengs pa’i rigs gsum
 m

gon po’i sku// ’jam
 dbyangs 

gnas m
chog ri bo rtse lnga ru// sbyan drangs gzungs 

gzhug ’bul dang rab gnas la// gong m
as m

ngag pa ji 

bzhin rtse lnga ru// song nas de rnam
s bsgrub ring 

gnas m
jal la// phyin dus ya m

tshan ’ja’ ’od sna tshogs 

m
thong// gnas la dad dang nyam

s dga’i snang ba 

shar//

（C
2N

, 23b

）

（
33
）『
五
台
県
志
』
第
五
編
宗
教
志
、
第
一
章
佛
教
、
第
二
節
組
織
管
理
、

一
、
管
理
機
構
、
五
八
三
頁
。

（
34
）『
五
台
山
一
百
零
八
寺
』
七
二
頁
。

（
35
）
張
元
［2011

］
二
二
頁
。

（
36
）
肖
雨
［1999

］「
老
藏
丹
巴
及
其
《
清
凉
山
新
志
》」『
五
台
山
研
究
』

（
37
）
シ
ャ
プ
テ
ン
と
は
、直
訳
で
は
足
（zhabs

）
を
堅
く
す
る
（brtan

）

で
あ
り
、
何
時
ま
で
も
そ
の
場
所
（
こ
の
世
）
に
留
ま
っ
て
い
て

ほ
し
い
、
す
な
わ
ち
長
生
き
し
て
ほ
し
い
と
い
う
長
寿
の
願
い
を

込
め
た
儀
式
の
こ
と
を
い
う
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
世
界
で
は
目
上

の
者
に
対
し
て
必
ず
こ
れ
を
行
う
。

（
38
）khyu m

chog lo la har chin gyi gung// byam
s pa bkra 

shis zhes bas gong m
a yi/ zhabs brtan ched du rten 

bzhengs m
ang po zhig/ m

dzad pa’i gzungs gzhug rab 

gnas byed pa por// gong m
ar zhus te bos pa’i sar 

phyin te// de rnam
s bsgrub cing kung gis gtso byas 

pa’i// yul de’i dpon po dpon m
o m

i bzang dang// bla 

m
a btsun skya sde m

ang tham
s cad la/ dbang khrid 

lung dang dge bsnyen rab byung sogs// gang la gang 

dgos so so’i ’dong sbyar byas//

（C
2N

, 24a

）

（
39
）
石
濱
［2011

］
一
六
九
頁
。

（
40
）C

2N
, 24a-24b

。

（
41
）C

2N
, 24b

。

（
42
）C

2N
, 26b

。

（
43
）skabs shig nad bab lcibs bro ’tshal bar// gzhi dang 

byes nas ’dus pa’i dge ’dun dang// dpal bzang ka bcu 

la sogs rgyun pa yi// zla bo m
ang m

as rje drung rin 

po che’i// thugs dam
 brtag par bab pa’i sku rim

 la// 

brtson pa m
dzad cing shes dar lhun rgyam

 gnyis// 

’khris su bsdad nas bro gyog ’phrod rten dang// shes 

dar pa yis rim
 ’gro la sogs pa’i// bkod pa’i khur ’khyer 

shin du brtson par byas// rnam
 rgyal ka bcu gong 

m
a’i sku zhabs su// song nas zhus par sm

an dang 

sm
an pa rnam

s// bka’ drin bskyangs pas nang las legs 

par grol//

（C
2N

, 24b

）

（
44
）
無
上
ヨ
ー
ガ
・
タ
ン
ト
ラ
『
ヴ
ァ
ジ
ラ
バ
イ
ラ
ヴ
ァ
（
大
威
徳
金

剛
タ
ン
ト
ラ
／’jigs byed

）』
に
基
づ
く
灌
頂
。
ゲ
ル
ク
派
が

ツ
ォ
ン
カ
パ
の
教
え
に
従
っ
て
重
ん
じ
る
三
つ
の
灌
頂
の
一
つ
。

他
に
『
グ
ヒ
ヤ
サ
マ
ー
ジ
ャ
（
秘
密
集
会
タ
ン
ト
ラ
／gsang 

sngags

）』、『
チ
ャ
ク
ラ
サ
ン
ヴ
ァ
ラ
（
勝
楽
タ
ン
ト
ラ
／bde 
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m
chog

）』
が
あ
り
、三
つ
の
灌
頂
の
頭
文
字
を
合
わ
せ
て
「
サ
ン
・

デ
・
ジ
ク
・
ス
ム
（gsang bde ’jigs gsum

）」
と
称
さ
れ
る
。

（
45
）C

2N
, 26b

。

（
46
）bstan pa’i rtsa ba gzhi gsum

 phyag len btsugs// dge 

’dun rnam
s la rgyun par nyin re bzhin// ja tshul thug 

tshul gnyis po bla brang nas// gtong yang sm
on lam

 

dbyar gnas lnga m
chod dang// ja thug skol pa’i sbyin 

bdag gzhan byung tshe// de yi do dam
 byed dam

 

nam
 phugs su// phan par bsam

 nas spyi so’i gnyer 

pa gnyis// bskos te spyi rdzas thebs su rta pho rgod// 

brgya dang nyi shu ra lug sum
 brgya dang// gos dar 

kha btag snod spyad m
gron gdan sogs// ’phran bu 

’kho ba’i yo byad dum
 dang// rta phyug ’tsho ba’i m

i 

tshangs gcig dang bcas// lha khang tshags par bcas 

pa’i m
chod thebs sbyar//

（C
2N

, 26b

）

（
47
）C

2N
, 26b

。

（
48
）C

2N
, 27a

。

（
49
）
い
わ
ゆ
る
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
い
う
称
号
が
成
立
し
た
の
は
「
三
世
」

か
ら
で
あ
る
。
一
五
七
八
年
、
当
時
の
モ
ン
ゴ
ル
の
有
力
者
ア
ル

タ
ン
・
ハ
ー
ン
と
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
ゲ
ル
ク
派
の
高
僧
ソ
ナ
ム
・
ギ
ャ

ン
ツ
ォ
が
青
海
で
会
見
し
、
そ
の
際
に
ア
ル
タ
ン
・
ハ
ー
ン
が
贈
っ

た
ソ
ナ
ム
・
ギ
ャ
ン
ツ
ォ
の
称
号
が
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
」
で
あ
っ
た
。

「
ギ
ャ
ン
ツ
ォ
」
は
チ
ベ
ッ
ト
語
で
「
海
」
の
意
味
が
あ
り
、「
海
」

は
モ
ン
ゴ
ル
語
で
「
ダ
ラ
イ
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
」

を
正
統
な
も
の
と
す
る
た
め
、
転
生
を
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
弟
子
の
一

人
に
ま
で
遡
っ
て
ソ
ナ
ム
・
ギ
ャ
ン
ツ
ォ
を
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
三
世
」

と
し
た
の
で
あ
る
。

史
料
・
文
献

『
チ
ャ
ン
キ
ャ
二
世
自
伝
』

ngag dbang blo bzang chos ldan, lcang skya II (1642-

1714). ngag dbang blo bzang chos ldan bzang po’i 

rnam
 thar, gsung ’bum

 V
olum

e 2, pp.447–518, Peking, 

19th cent. (W
1K

G
1321, w

w
w
.tbrc.org)

＊
文
中
略
号
は
、

C
2N

。

『
清
涼
山
志
』（
乾
隆
二
十
年
重
刊
本
・
民
国
郭
恕
君
鉛
印
本
・
民
国
二
二

年
蘇
州
弘
化
社
鉛
印
本
）

→
杜
潔
祥 

主
編
『
中
國
佛
寺
史
志
彙
刊
』（
第
二
輯
第
二
九
冊

二
二
八
・
二
二
九
、
明
文
書
局
、
一
九
八
〇
年
）

『
清
涼
山
新
志
』（
老
藏
丹
巴
重
編
、
康
煕
四
十
年
武
英
殿
刊
本
）

→
杜
潔
祥 

主
編
『
中
國
佛
寺
史
志
彙
刊
』（
第
三
輯
第
三
〇
冊
、

丹
青
圖
書
、
一
九
八
五
年
）

『
五
台
県
志
』（
趙
培
成
主
編
、
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）

崔
正
森
『
五
台
山
佛
教
史
』（
山
西
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
＊
文

中
略
号
は
、
崔
正
森
［2000

］。

「
鎮
海
寺
佛
教
簡
史
」『
五
台
山
研
究
』
二
〇
〇
三
年
四
期

崔
正
森
主
编
『
五
台
山
一
百
零
八
寺
』（
山
西
科
学
技
術
出
版
社
、

二
〇
一
〇
年
）

張
元
『
格
魯
派
在
五
臺
山
的
發
展
』（
碩
士
学
位
論
文
、
西
藏
民
族
學
院
、
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二
〇
一
一
年
）
＊
文
中
略
号
は
、
張
元
［2011

］。

肖
雨
「
老
藏
丹
巴
及
其
《
清
凉
山
新
志
》」『
五
台
山
研
究
』
一
九
九
九
年

三
期

秦
永
章
「
二
世
章
嘉
活
佛
及
其
政
治
活
動
述
略
」『
中
央
民
族
大
学
学
報 

哲
学
社
会
科
学
版
』
一
九
九
九
年

全
荣
「
阿
旺
羅
桑
却
丹
生
平
叙
補
―
以
《SU

BU
D

 ERIKE

》
為
基
礎
史
料
」

『
内
蒙
古
社
会
科
学
』
二
〇
一
六
年

高
亞
利
／
劉
清
波
「
多
倫
匯
宗
寺
的
興
建
及
其
演
變
」『
文
物
春
秋
』

二
〇
〇
四
年

黒
龍
／
海
純
良
「
喀
爾
喀
蒙
古
附
清
後
述
」『
満
族
研
究
』
二
〇
〇
八
年

石
濱
裕
美
子『
清
朝
と
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
―
菩
薩
王
と
な
っ
た
乾
隆
帝
―
』（
早

稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
一
年
）

＊
文
中
略
号
は
、
石
濱
［2011

］。

池
尻
陽
子
『
清
朝
前
期
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
政
策
―
扎
薩
克
喇
嘛
制
度
の
成

立
と
展
開
―
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
）

＊
文
中
略
号
は
、
池
尻
［2013

］。

岡
田
英
弘
『
大
清
帝
国
隆
盛
期
の
実
像
―
第
四
代
康
煕
帝
の
手
紙
か
ら

1661 -1722

―
』（
藤
原
書
店
、
二
〇
一
六
年
）

新
藤
篤
史
「
清
朝
前
期
の
五
台
山
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
」『
綜
合
佛
教

研
究
所
年
報
』（
三
九
、二
〇
一
七
年
）

＊
本
稿
は
平
成
二
九
年
度
高
柳
基
金
特
別
研
究
奨
励
費
の
成
果
の
一
つ
で

あ
る
。
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